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産学連携利益相反自己申告書

信州大学産学連携利益相反マネジメント委員会委員長　殿

	研究題目
	

	氏　名
	

	所属・職名
	

	連絡先　　　TEL．

            FAX．

         E－mail．
	

	産学連携活動の相手方
	


１　役職員

（１）役職員の公開株式の保有

複数の場合は，列記すること。
	5％以上の公開株式の保有
	有・無
	（該当するものに○印を付すこと。）

	（有の場合のみ，企業等ごとに記載すること。）

	企業等の名称
	

	保有する株式の数
	


（２）役職員の未公開株（ストックオプションを含む。）の保有

複数の場合は，列記すること。
	未公開株の保有
	有・無
	（該当するものに○印を付すこと。）

	（有の場合のみ，企業等ごとに記載すること。）

	企業等の名称
	

	保有する株の数

ストックオプションの内容
	


（３）役職員の特許等へのロイヤリティの支払い

複数の場合は，列記すること。
	特許等のロイヤリティの支払い
	有・無
	（該当するものに○印を付すこと。）

	（有の場合のみ，企業等ごとに記載すること。）

	支払い元の企業等の名称
	

	特許等の名称・出願人


	

	ロイヤリティ
	万円/年


２　役職員の家族（２親等まで）

（１）役職員の２親等内の親族の公開株式の保有

複数の場合は，列記すること。
	5％以上の公開株式の保有
	有・無
	（該当するものに○印を付すこと。）

	役職員との続柄

（有の場合のみ，記載すること。）
	

	（有の場合のみ，企業等ごとに記載すること。）

	企業等の名称
	

	保有する株式の数
	


（２）役職員の２親等内の親族の未公開株（ストックオプションを含む。）の保有

複数の場合は，列記すること。
	未公開株の保有
	有・無
	（該当するものに○印を付すこと。）

	役職員との続柄

（有の場合のみ，記載すること。）
	

	（有の場合のみ，企業等ごとに記載すること。）

	企業等の名称
	

	保有する株の数

ストックオプションの内容
	


（３）役職員の２親等内の親族への特許等のロイヤリティの支払い

複数の場合は，列記すること。
	特許等のロイヤリティの支払い
	有・無
	（該当するものに○印を付すこと。）

	役職員との続柄

（有の場合のみ，記載すること。）
	

	（有の場合のみ，企業等ごとに記載すること。）

	支払い元の企業等の名称
	

	特許等の名称・出願人


	

	ロイヤリティ
	万円/年


（４）役職員の２親等内の親族が取締役，執行役その他理事者である企業等

複数の場合は，列記すること。

	該当する企業等の有無
	有・無
	（該当するものに○印を付すこと。）

	役職員との続柄

（有の場合のみ，記載すること。）
	

	（有の場合のみ，企業等ごとに記載すること。）

	企業等の名称
	

	役割（役員・顧問等）
	


私の産学連携利益相反に関する状況は，上記のとおりであることに相違ありません。

提出日：(元号)  年  月  日

署名：　　　　　　　　　　　　　　印

注：この申告書は，産学官連携推進本部　産学連携利益相反マネジメント委員会委員長あてに，封書（表に「産学連携利益相反自己申告書」と朱書）で提出してください。

- 4 -

